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暴
力
団
員
甲
は
、
親
分
乙
が
犯
し
た
殺
人
事
件
に
つ
き
乙
の
身
代
り
と
し
て
自
首
し
、

そ
の
ま
ま

実
刑
判
決
の
言
渡
し
を
受
け
て
服
役
し
た
。
そ
の
後
、
甲
は
乙
と
仲
た
が
い
し
、
組
を
離
脱
す
る
こ

と
と
な
っ
た
た
め
、
自
己
が
乙
の
身
代
り
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
再
審
請
求
し
た
。
こ
の
よ
う
な
再

審
請
求
は
許
さ
れ
る
か
。

問
題
の
所
在

現
行
の
再
審
制
度
は
、
憲
法
三
九
条
の
「
二
重
の
危
険
」
禁
止
の
法
理
を
受
け
て
被
告
人
の
不
利
益
再
審
を
禁
じ
、
利
益
再
審
の

み
を
認
め
、
再
審
理
由
と
し
て
フ
ア
ル
サ
型

(E-g
訴
訟
当
事
者
の
手
続
違
背
に
よ
り
公
正
な
裁
判
が
害
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。
刑
訴

四
三
五
条
一
号
な
い
し
三
号
・
七
号
)
と
ノ
ヴ
ァ
型

2
2同
新
た
な
証
拠
に
よ
り
重
大
な
事
実
誤
認
が
認
め
ら
れ
る
場
合
。
同
条
四
号
な
い
し
六
号
)

の
再
審
事
由
を
混
合
し
て
規
定
し
て
い
る
(
鴨
良
弼
「
再
審
の
理
論
的
基
礎
」
法
時
三
七
巻
六
号
八
頁
)
。
刑
訴
法
四
三
五
条
六
号
は
ノ
ヴ
ァ

型
の
再
審
理
由
を
定
め
た
一
般
的
か
つ
包
括
的
規
定
で
あ
り
、
再
審
要
件
と
し
て
証
拠
の
明
白
性
の
ほ
か
に
証
拠
の
新
規
性
を
要
求

し
て
い
る
。

実
務
上
、
故
意
に
真
犯
人
の
身
代
り
と
な
っ
て
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
が
、
判
決
確
定
後
に
身
代
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
再
審
請
求
を
す
る
事
例
は
稀
有
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
従
来
、
こ
の
身
代
り
犯
人
か
ら
の
再
審
請
求
の
可
否
に
つ
い
て
は
、

同
条
六
号
の
「
証
拠
を
あ
ら
た
に
発
見
し
た
」
の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
、
誰
に
対
す
る
関
係
で
新
規
性
が
要
求
さ
れ
る
の
か
と
い
う
形



で
論
じ
ら
れ
た
。
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
端
的
に
裁
判
所
に
と
っ
て
新
た
な
発
見
で
あ
れ
ば
足
り
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
裁
判
所
に

対
し
て
は
も
と
よ
り
、
再
審
請
求
者
自
身
に
と
っ
て
も
新
た
な
発
見
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
が
問
題
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
証
拠
の
新
規
性
が
再
審
要
件
と
さ
れ
た
の
は
、
確
定
判
決
の
既
判
力
を
免
れ
、
異
な
る
判
断
を
す
る
た
め
「
新
資
料
の

追
加
」
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
り
、
新
規
性
が
裁
判
所
に
と
っ
て
の
「
証
拠
の
未
判
断
資
料
性
」
と
同
義
で
あ
る
こ
と
に
争
い
は

な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
今
日
で
は
、
議
論
の
焦
点
は
身
代
り
犯
人
か
ら
の
再
審
請
求
の
場
合
、
証
拠
の
新
規
性
が
否
定
さ
れ
る
か

否
か
で
は
な
く
、
訴
訟
構
造
上
、
身
代
り
犯
人
か
ら
の
再
審
請
求
を
認
め
る
こ
と
が
妥
当
か
否
か
と
い
う
政
策
論
の
次
元
へ
と
移
つ

た
観
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
設
問
に
対
す
る
回
答
は
、
身
代
り
犯
人
か
ら
の
再
審
請
求
に
対
し
て
、
信
義
則
上
、

エ
ス
ト
ッ
ペ
ル
の
法
理

(
禁
反
言
の
原
則
)
の
適
用
を
認
め
る
か
否
か
の
態
度
決
定
如
何
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
「
証
拠
の
新
規
性
」

の
有
無
と
い
う
条
文
上
の
解
釈
論
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
現
行
刑
事
訴
訟
の
構
造
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
す
る

べ
き
か
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
本
稿
の
論
述
は
後
者
の
論
点
が
中
心
と
な
る
が
、
説
明
の
便
宜
上
、

ま
ず
、
従

来
の
「
証
拠
の
新
規
性
」
を
め
ぐ
る
議
論
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
。

誰
に
対
す
る
関
係
で
の
新
規
性
か

噌，
.. 

身
代
り
犯
人
か
ら
の
再
審
請
求
を
否
定
す
る
考
え
方

最
高
裁
の
判
例
(
最
決
昭
二
九
・
一

0
・
一
九
刑
集
八
巻
一

O
号
二
ハ
一

O
頁
。
以
下
「
昭
和
二
九
年
決
定
」
と
い
う
)
は
「
被
告
人
は
そ
の
援

用
に
か
か
る
証
拠
が
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
且
つ
こ
れ
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
、
他
人
の
罪
を
背
負
う
た
め
こ
と
さ
ら

こ
れ
を
提
出
し
な
い
で
、
判
決
確
定
後
再
審
の
請
求
を
す
る
に
際
し
初
め
て
こ
れ
を
主
張
し
提
出
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
の
場

合
は
『
証
拠
を
あ
ら
た
に
発
見
し
た
と
き
』
に
該
当
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
判
示
し
、
証
拠
の
新
規
性
を
否
定
し
た
(
同
旨
、
名

四

身
代
り
犯
人
と
再
審
請
求

三主主

プ1υ



第
七
章

上
訴
、
再
審
、
略
式
手
続
等

三三三

ζ二コ

古
屋
高
判
昭
二
五
・
九
・
二
一
判
特
一
三
号
九
八
頁
、
東
京
高
決
昭
二
九
・
六
・
一
七
高
刑
集
七
巻
五
号
八
O
五頁)。

右
否
定
説
の
論
拠
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
制
刑
訴
法
四
三
五
条
の
規
定
は
「
再
審
の
請
求
は
:
:
:
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
し
て
再
審
請
求
者
の
立
場
か
ら
規
定
し
て
お
り
、
六
号
で
は
「
証
拠
を
あ
ら
た
に
発
見
し
た
と
き
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
証
拠
の
新
た
な
発
見
は
請
求
者
に
と
っ
て
要
求
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
法
文
の
解
釈
と
し
て
は
自
然
で
あ
る
(
高
田
卓
爾

「
身
代
り
有
罪
と
再
審
請
求
」
平
場
還
暦
祝
賀
・
現
代
の
刑
事
法
学
伺
二
八
二
頁
)
。
例
自
ら
他
人
の
罪
を
背
負
っ
て
虚
偽
の
自
供
を
し
、
公
判

に
お
い
て
も
起
訴
事
実
を
認
め
て
有
罪
判
決
を
受
げ
た
者
に
つ
き
、
真
実
の
関
係
を
理
由
と
す
る
再
審
請
求
を
認
め
る
の
は
、
衡
平

の
精
神
、
禁
反
言
の
原
則
等
に
反
し
、
現
行
法
の
基
本
原
理
た
る
当
事
者
主
義
の
趣
旨
に
違
背
す
る
(
安
倍
治
夫
・
刑
事
訴
訟
法
に
お
け

る
均
衡
と
調
和
二
一
三
頁
)
。

昭
和
二
九
年
決
定
を
う
け
て
、

そ
の
後
の
下
級
審
判
例
(
東
京
高
決
昭
三

三
四
・
二
・
二

O
下
刑
集
一
巻
二
号
四
九
九
頁
)
は
、
こ
と
さ
ら
に
証
拠
を
提
出
し
な
か
っ
た
「
悪
意
の
秘
匿
」
の
場
合
に
は
証
拠
の
新

規
性
を
否
定
し
た
が
、
有
利
な
証
拠
の
不
提
出
に
つ
き
被
告
人
の
側
に
怠
慢
や
過
失
と
い
っ
た
帰
責
原
因
が
あ
っ
た
場
合
の
取
扱
い

に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
た
。
過
失
に
よ
る
不
提
出
も
新
証
拠
と
し
て
の
援
用
を
認
め
ず
、
証
拠
の
提
出
が
「
法
律
上
又
は
事
実

上
不
能
な
い
し
は
著
し
く
困
難
で
あ
っ
た
と
き
」
に
限
っ
て
新
規
性
を
認
め
る
見
解
(
札
幌
高
決
昭
四
四
・
六
・
一
八
判
時
五
五
八
号
一
四

頁
、
熊
本
地
八
代
支
決
昭
五
一
・
四
・
三
O
判
時
八
二
八
号
九
五
頁
)
と
、
過
失
の
軽
重
を
問
わ
ず
一
般
的
に
過
失
に
よ
る
不
提
出
の
場
合
、

あ
る
い
は
、
証
拠
方
法
の
認
識
は
あ
っ
た
が
有
利
な
証
拠
資
料
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
識
を
欠
い
た
場
合
に
は
広
く
新
規

性
を
認
め
る
見
解
(
前
掲
新
宿
簡
決
。
高
田
・
前
掲
二
八
五
頁
、
安
倍
・
前
掲
一
二
四
頁
)
と
が
対
立
し
た
。

こ
う
し
た
下
級
審
判
例
及
び
否
定
説
内
部
で
の
不
統
一
は
、
有
利
な
証
拠
の
存
在
を
知
り
な
が
ら
そ
れ
を
あ
え
て
提
出
し
な
か
っ

た
事
例
に
は
、

一
概
に
被
告
人
側
の
態
度
を
非
難
で
き
な
い
様
々
な
事
情
が
か
ら
ん
で
い
る
こ
と
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
る
。

ノ
ヴ



ア
型
再
審
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
、
本
来
、
証
拠
の
新
規
性
に
つ
き
請
求
者
の
側
の
憐
怠
は
関
わ
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
の
に
、

新
規
性
の
解
釈
論
に
請
求
者
側
の
主
観
的
事
情
を
取
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
た
め
、
統
一
的
な
基
準
を
定
立
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
実

体
的
真
実
主
義
の
要
請
と
請
求
人
の
訴
訟
態
度
に
対
す
る
非
難
可
能
性
と
を
ケ

l
ス
毎
に
比
較
衡
量
せ
ざ
る
を
得
な
い
結
果
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

(2) 

身
代
り
犯
人
か
ら
の
再
審
請
求
を
肯
定
す
る
考
え
方

右
否
定
説
に
対
し
、
身
代
り
犯
人
か
ら
の
再
審
請
求
を
認
め
る
考
え
方
は
次
の
諸
点
を
論
拠
と
す
る
。
制
六
号
再
審
は
ノ
ヴ
ァ
型

再
審
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
事
実
関
係
の
誤
認
の
是
正
を
目
的
と
す
る
か
ら
、
当
該
証
拠
が
有
罪
判
決
の
基
礎
資
料
と
し
て
利

用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
っ
て
、
当
事
者
の
態
度
、
責
任
な
ど
を
問
題
に
す
べ
き
で
は
な
い
。
端
的
に
、
裁
判
所
に

と
っ
て
新
規
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
足
り
る
(
斉
藤
誠
二
「
再
審
制
度
論
序
説
3
」
法
時
四
一
巻
二
号
一
一
一
頁
、
井
戸
田
侃
「
再
審
」
刑
訴
講
座

三
巻
一
九
九
頁
、
光
藤
景
岐
「
再
審
証
拠
法
」
法
時
三
七
巻
六
号
二
二
頁
)
。
同
条
項
は
新
証
拠
の
性
質
、
種
類
に
つ
い
て
何
ら
の
制
限
を
付

し
て
い
な
い
か
ら
、
請
求
者
の
側
の
主
観
的
事
情
を
解
釈
論
に
取
り
込
む
べ
き
で
は
な
い
(
旧
刑
訴
法
四
八
五
条
六
号
の
解
釈
に
関
す
る

大
決
大
一
二
了
九
・
六
刑
録
三
巻
六
六
三
頁
)
。
仰
い
か
に
訴
訟
構
造
が
当
事
者
主
義
化
し
て
も
、
真
実
の
究
明
は
刑
事
訴
訟
の
宿
命
的
な

課
題
で
あ
り
、
事
実
の
誤
認
に
基
づ
い
て
無
実
の
者
を
有
罪
た
ら
し
め
る
こ
と
は
訴
訟
制
度
本
来
の
趣
旨
に
反
す
る
(
鴨
・
前
掲
九

頁
)
。
身
代
り
犯
と
な
っ
た
こ
と
の
責
任
追
及
は
再
審
請
求
権
の
剥
奪
で
は
な
く
犯
人
隠
避
罪
等
に
よ
る
処
罰
に
よ
る
の
が
本
筋
で

あ
る
(
井
戸
田
・
前
掲
一
九
九
頁
)
。

判
例
と
し
て
は
、
交
通
事
故
の
身
代
り
に
関
す
る
も
の
で
略
式
命
令
で
有
罪
が
確
定
し
た
後
、
被
告
人
な
い
し
弁
護
人
の
請
求
に

よ
り
簡
裁
で
再
審
開
始
が
認
め
ら
れ
た
事
例
が
存
在
す
る
(
昭
四
五
年
度
最
高
裁
判
例
解
説
一

O
二
頁
〔
千
葉
〕
)
。

ま
た
、
最
高
裁
は
交
通
事
故
の
身
代
り
犯
人
の
上
告
事
件
に
お
い
て
、
真
犯
人
に
対
す
る
業
務
上
過
失
致
死
、
被
告
人
に
対
す
る

四

身
代
り
犯
人
と
再
審
請
求
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犯
人
隠
避
罪
等
の
確
定
判
決
が
あ
り
、
被
告
人
が
真
犯
人
の
身
代
り
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
上
告
中
に
判
明
し
た
場
合
に
は
、
刑
訴

法
四
三
五
条
六
号
の
再
審
事
由
に
あ
た
る
と
し
、
同
法
四
一
一
条
四
号
に
基
づ
き
職
権
で
原
判
決
を
破
棄
し
て
無
罪
を
言
い
渡
し
た

(
最
判
昭
四
五
・
六
・
一
九
刑
集
二
四
巻
六
号
二
九
九
頁
、
以
下
「
昭
和
四
五
年
判
決
」
と
い
う
)
。
こ
の
昭
和
四
五
年
判
決
と
前
記
昭
和
二
九
年

決
定
と
の
関
係
に
つ
き
例
前
者
は
判
決
確
定
前
の
上
告
審
で
の
職
権
判
断
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
判
決
確
定
後

の
再
審
請
求
の
特
別
抗
告
審
で
の
判
断
で
あ
る
か
ら
手
続
段
階
を
異
に
す
る
。
例
前
者
は
証
拠
の
明
白
性
に
つ
い
て
は
何
ら
疑
問
が

な
い
事
例
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
再
審
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
が
そ
れ
自
体
証
拠
の
明
白
性
を
欠
く
事
例
で
あ
っ
た
か

ら
、
両
判
例
は
矛
盾
し
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
(
千
葉
・
前
掲
一

O
三頁)。

し
か
し
、

た
と
え
手
続
段
階
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
刑
訴
法
四
三
五
条
六
号
の
「
証
拠
の
新
規
性
」
に
つ
い
て
の
最
高
裁
の
判
断

が
両
判
例
と
も
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
身
代
り
犯
人
か
ら
の
再
審
請
求
の
可
否
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
は
明
白
に
矛
盾

し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
身
代
り
の
事
実
判
明
の
端
緒
が
身
代
り
犯
人
か
ら
の
申
立
て
に
よ
る
と
い
う
点
で
は
全
く
同
一

で
あ
る
か
ら
、
両
判
例
の
差
違
は
当
事
者
の
申
立
適
格
性
の
差
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
身
代
り
の
事
実
が
既
に
裁
判
所
に
よ
っ
て
有

罪
判
決
と
い
う
形
で
確
定
さ
れ
て
い
た
か
否
か
、
即
ち
、
証
拠
の
明
白
性
の
差
に
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
両
判
例
を
統
一
的
に
把
握

す
れ
ば
、
昭
和
四
五
年
判
決
は
実
質
的
に
昭
和
二
九
年
決
定
を
変
更
し
、
身
代
り
犯
人
か
ら
の
再
審
請
求
で
あ
っ
て
も
「
証
拠
の
新

規
性
」
は
否
定
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
身
代
り
犯
人
で
あ
る
こ
と
の
確
定
判
決
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、

一
種
の

フ
ァ
ル
サ
型
の
再
審
事
由
を
認
め
た
の
と
同
様
に
、
被
告
人
の
側
か
ら
の
再
審
請
求
を
認
め
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
、
今
日
で
も
再
審
請
求
の
関
係
で
は
依
然
と
し
て
昭
和
二
九
年
決
定
の
判
旨
が
生
き
て
い
る
と
す
る
考
え
方
が
あ
る

が
(
後
掲
判
タ
八
一
三
号
二
五
六
頁
の
コ
メ
ン
ト
)
、
現
実
に
は
交
通
事
故
に
関
す
る
身
代
り
事
件
で
、
真
犯
人
の
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪

に
よ
る
処
罰
と
身
代
り
犯
人
の
犯
人
隠
避
罪
等
に
よ
る
処
罰
が
先
行
す
る
場
合
に
は
、
検
察
官
か
ら
の
再
審
請
求
の
み
な
ら
ず
身
代



り
犯
人
の
側
か
ら
の
再
審
請
求
も
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

理
論
的
に
は
一
貫
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
前
記
否
定
説
の

各
判
例
は
い
ず
れ
も
交
通
事
故
以
外
の
刑
事
事
件
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
交
通
事
故
事
犯
と
そ
れ
以
外
の
刑
法
犯
を
区
別
し
て

再
審
請
求
の
可
否
を
論
ず
る
こ
と
に
合
理
性
は
な
い
か
ら
、
身
代
り
犯
人
か
ら
の
再
審
請
求
の
場
合
、

一
般
刑
法
犯
の
場
合
に
限
つ

て
「
証
拠
の
新
規
性
」
を
否
定
す
る
判
例
実
務
は
、
理
論
的
に
は
既
に
破
綻
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

再
審
請
求
の
可
否
に
エ
ス
ト
ッ
ペ
ル
の
適
用
を
考
慮
す
べ
き
か

山
検
察
官
か
ら
の
再
審
請
求
を
認
め
る
考
え
方

従
来
の
議
論
の
対
立
点
を
眺
め
れ
ば
、
身
代
り
犯
人
か
ら
の
再
審
請
求
の
可
否
は
例
の
「
証
拠
の
新
規
性
」
の
解
釈
論
の
結
果
如

む
し
ろ
刷
の
訴
訟
構
造
論
を
前
提
と
し
た
信
義
則
(
エ
ス
ト
ッ
ペ
ル
の
法
理
)
の
適
用
を

何
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、

認
め
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

エ
ス
ト
ッ
ペ
ル
に
よ
り
身
代
り
犯
人
か
ら
の
再
審
請
求
を
認
め
な
い
論
者
も
、

再
審
の
目
的
が
「
無
事
の
救
済
」

に
あ
る
こ
と
は
認
め
る
の
で
、
検
察
官
か
ら
の
再
審
請
求
は
認
め
ら
れ
る
と
す
る
(
団
藤
・
綱
要
五

九
一
頁
、
総
判
刑
訴
帥
一
一
九
頁
〔
白
井
〕
、
田
宮
・
刑
訴
五
O
六
頁
、
高
田
・
前
掲
二
八
七
頁
、
渥
美
東
洋
編
・
刑
事
訴
訟
法
三
三
六
頁
〔
宮
城
〕
、
内
田

文
昭
ほ
か
・
刑
事
訴
訟
法
三
四
三
頁
〔
長
井
〕
な
ど
)
。
こ
れ
が
近
時
の
通
説
的
な
見
解
と
考
え
ら
れ
る
(
以
下
「
検
察
官
請
求
説
」
と
い
う
)
。

こ
の
考
え
方
は
、
従
来
の
議
論
で
は
「
中
間
的
見
解
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
た
が
(
千
葉
・
前
掲
一

O
二
頁
)
、
基
本
的
に
は
身
代

り
犯
人
か
ら
の
再
審
請
求
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
に
対
す
る
関
係
で
の
「
証
拠
の
新
規
性
」
は
肯
定
さ
れ
る
か
ら
、
身
代
り
の
事
実

に
基
づ
く
事
実
誤
認
は
是
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
実
現
の
手
段
を
身
代
り
犯
人
か
ら
の
請
求
で
は
な
く
検
察

官
の
手
に
委
ね
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
前
記
肯
定
説
と
の
違
い
は
消
極
的
実
体
的
真
実
主
義
(
無
事
の
救
済
)
を
実
現
す
る
た
め
の
方

法
の
差
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
「
消
極
的
真
実
主
義
か
当
事
者
主
義
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
る
」
(
鈴
木
・
刑
訴
三
一

七
頁
)
と
い
う
対
立
関
係
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

図

身
代
り
犯
人
と
再
審
請
求
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七
章

上
訴
、
再
審
、
略
式
手
続
等

二

一区ヨ

最
近
の
判
例
で
は
「
証
拠
の
新
規
性
」
の
有
無
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
る
こ
と
な
く
「
衡
平
の
精
神
、
禁
反
言
の
原
則
等
に
反
し
、

刑
事
訴
訟
の
当
事
者
主
義
的
構
造
に
照
ら
し
許
さ
れ
な
い
」
と
判
示
さ
れ
て
い
る
(
大
阪
高
決
平
四
・
二
・
九
判
タ
八
一
三
号
二
五
七

頁
)
。
検
察
官
請
求
説
の
立
場
か
ら
は
、
こ
の
判
例
は
昭
和
二
九
年
決
定
の
判
旨
を
離
れ
て
エ
ス
ト
ッ
ペ
ル
の
法
理
に
基
づ
い
て
身

代
り
犯
人
か
ら
の
再
審
請
求
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
反
面
に
お
い
て
検
察
官
か
ら
の
再
審
請
求
の
可
能
性
を
認
め
て
い
る
も
の

と
(2) 理

解
す
る

と
に
な
る

新
た
な
議
論
の
対
立
軸

ノ
ヴ
ァ
型
再
審
が
証
拠
の
新
規
性
に
基
づ
き
無
事
の
救
済
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
身
代
り
の
事
実
が
判
明
し
た
場
合
、

再
審
を
認
め
る
こ
と
は
当
然
の
帰
結
と
な
る
。
身
代
り
犯
人
に
よ
る
再
審
請
求
の
可
否
の
問
題
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
再
審
を
実
現

す
る
た
め
の
手
段
を
公
益
の
代
表
者
た
る
検
察
官
の
み
に
委
ね
る
か
、

そ
れ
と
も
、
検
察
官
の
ほ
か
に
身
代
り
犯
人
自
身
に
よ
る
請

求
を
も
認
め
る
か
と
い
う
問
題
に
還
元
さ
れ
る
。

a
 

行
の
主
体
と
し
て
手
続
形
成
に
関
与
す
る
。
当
事
者
は
攻
撃
側
・
防
御
側
と
い
う
対
立
関
係
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
公
正
な
裁
判
を

検
察
官
請
求
説
の
根
拠
は
次
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
。
現
行
法
は
当
事
者
主
義
を
強
化
し
、
訴
追
者
並
び
に
被
告
人
が
手
続
追

得
る
た
め
の
協
同
労
作
関
係
に
立
つ
か
ら
、
被
告
人
に
も
倫
理
的
主
体
性
の
確
立
が
求
め
ら
れ
、

そ
こ
に
信
義
則
が
働
く
根
拠
が
あ

る
。
信
義
則
の
機
能
と
し
て
詐
術
的
行
為
が
禁
止
さ
れ
、
相
手
方
の
態
度
を
前
提
と
し
て
訴
訟
行
為
を
行
っ
た
対
立
当
事
者
の
信
頼

を
保
護
す
る
た
め
、
民
事
関
係
に
お
け
る
エ
ス
ト
ッ
ペ
ル
と
同
様
の
「
先
の
態
度
に
矛
盾
す
る
事
後
の
行
為
の
禁
止
」
の
法
理
が
導

か
れ
る
(
鴨
・
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
技
術
と
倫
理
六
一
頁
)
。
そ
れ
故
、
身
代
り
有
罪
判
決
を
受
け
た
当
人
が
自
ら
そ
の
事
実
を
持
ち
出
し

て
再
審
請
求
を
す
る
が
如
き
は
、
当
事
者
と
し
て
の
主
体
性
を
否
定
し
、
既
判
力
破
棄
を
申
し
立
て
る
適
格
性
を
自
ら
放
棄
し
た
こ

と
に
な
る
(
高
田
・
前
掲
二
八
四
頁
)
。



そ
し
て
、
再
審
と
は
「
た
だ
『
無
事
の
救
済
(
個
別
的
救
済
)
』
の
み
で
は
な
く
、
同
時
に
『
誤
判
の
防
止
こ
般
的
予
防
)
』
を
も
目

的
と
す
る
適
正
手
続
確
証
の
制
度
で
あ
る
」
と
の
理
解
に
立
っ
て
、
自
ら
誤
判
を
招
い
た
者
の
再
審
請
求
を
許
せ
ば
、
結
果
的
に
、

再
審
は
誤
判
惹
起
を
許
容
す
る
と
い
う
矛
盾
に
陥
り
、
当
事
者
主
義
の
基
礎
に
あ
る
私
的
自
治
・
個
人
の
自
己
責
任
を
否
定
す
る
こ

と
に
な
る
と
主
張
す
る
(
長
井
・
前
掲
三
四
三
頁
)
。

(b) 

こ
れ
に
対
し
、
肯
定
説
は
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
身
代
り
犯
人
の
場
合
に
再
審
請
求
の
可
否
を
検
察
官
の
裁
量
に
委
ね
る

こ
と
は
、
検
察
官
が
常
に
再
審
請
求
を
す
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
無
事
の
救
済
が
不
十
分
と
な
る
(
小
田
中
聴
樹
「
い
わ

ゆ
る
交
通
事
故
の
身
代
り
犯
人
に
つ
き
刑
訴
法
四
二
条
四
号
が
適
用
さ
れ
た
事
例
」
警
研
四
五
巻
一
二
号
七
O
頁
)
。
実
質
的
に
救
済
が
妥
当
だ
と

い
う
の
で
あ
れ
ば
、
他
人
で
は
な
く
救
済
さ
れ
る
べ
き
当
人
に
救
済
の
権
利
を
認
め
る
の
が
筋
で
あ
る
。
ま
た
、
身
代
り
犯
人
が
別

に
犯
人
隠
避
罪
等
で
処
罰
さ
れ
た
場
合
に
は
検
察
官
か
ら
の
再
審
請
求
が
義
務
的
と
な
る
(
高
田
・
前
掲
二
八
九
頁
注

ω)
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、

も
は
や
、
身
代
り
犯
人
か
ら
の
再
審
請
求
を
否
定
す
べ
き
理
由
は
な
い
(
鴨
良
弼
編
・
刑
事
再
審
の
研
究
二
三
頁
〔
鈴
木
〕
、

田
口
守
一
・
基
本
論
点
刑
事
訴
訟
法
二
五
八
頁
)
。

四

刑
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
主
義
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か

本
設
問
に
対
す
る
私
の
回
答
を
示
す
前
に
、
従
来
の
議
論
で
は
必
ず
し
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
前
提
事
実
を
確
認
し
て
お
こ

っ。
(a) 

憲
法
上
、
再
審
請
求
権
を
明
文
的
に
保
障
し
た
規
定
は
な
い
。
し
か
し
、
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約

(
い
わ
ゆ
る
「
国
際
人
権
B
規
約
」

一
四
条
六
項
は
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
「
確
定
判
決
に
よ
っ
て
有
罪
と
決
定
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
後
に
、
新
た
な
事
実
又
は
新
し
く
発
見
さ
れ
た
事
実
に
よ
り
誤
審
の
あ
っ
た
こ
と
が
決
定
的
に
立
証
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
と
し

て
そ
の
有
罪
の
判
決
が
破
棄
さ
れ
又
は
赦
免
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
有
罪
の
判
決
の
結
果
刑
罰
に
服
し
た
者
は
、
法
律
に
基
づ

四

身
代
り
犯
人
と
再
審
請
求

三三三
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七
章

上
訴
、
再
審
、
略
式
手
続
等

フチて

い
て
補
償
を
受
け
る
。
た
だ
し
、

そ
の
知
ら
れ
な
か
っ
た
事
実
が
適
当
な
時
に
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
全
部
又
は
一
部
が

そ
の
者
の
責
め
に
帰
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
」
。
こ
の
条
項
は
直
接
的
に
は
誤
判
が
証

明
さ
れ
た
場
合
の
国
家
に
対
す
る
補
償
請
求
権
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
前
提
と
し
て
市
民
に
「
証
拠
の
新
規
性
」
を
理
由

と
す
る
再
審
請
求
権
を
認
め
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
誤
判
の
原
因
が
有
罪
認
定
を
受
け
た
者
の
帰
責
事
由
に
基
づ

く
未
知
の
事
実
の
非
開
陳
に
あ
る
と
き
は
補
償
請
求
権
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
典
型
例
は
身
代
り
犯
人
の
場
合

と
さ
れ
て
い
る
(
冨
吉
守
色

Z
O者
同

r
a
d
-
z

・。0
4巾

E
E
Cロ
の
ぞ
ロ
白
旦
句
。
]
山
片
付
包
何
日
間
宮
田
(
リ
(
U
E
N
n
O
B
E
g
gミ
ョ
℃
-N2)
。

そ
う
す
る
と
、
身
代
り
犯
人
が
自
ら
再
審
請
求
を
な
す
場
合
、
対
国
家
と
の
関
係
で
誤
判
の
被
害
者
と
し
て
の
補
償
と
い
う
問
題

は
生
じ
な
い
か
ら
、
再
審
請
求
を
な
す
目
的
と
い
う
の
は
、
真
犯
人
に
対
す
る
本
来
的
処
罰
の
欲
求
な
い
し
そ
れ
と
表
裏
の
関
係
に

立
つ
誤
判
の
是
正
、
即
ち
、
前
科
と
な
っ
て
い
る
誤
っ
た
公
的
記
録
の
抹
消
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
記
国
際
規
約
は
身
代
り
犯
人

の
こ
う
し
た
目
的
に
基
づ
く
再
審
の
請
求
は
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

L
U
 

つ
の
場
合
に
分
類
で
き
る
。
①
原
犯
罪
事
実
及
び
犯
人
隠
避
罪
等
(
公
訴
時
効
は
三
年
)
と
も
に
時
効
に
か
か
っ
て
い
な
い
場
合
(
例

身
代
り
と
な
っ
た
原
犯
罪
事
実
と
犯
人
隠
避
罪
、
証
拠
隠
滅
罪
と
の
関
係
を
公
訴
時
効
と
い
う
観
点
か
ら
眺
め
る
と
次
の
三

え
ば
、
原
犯
罪
が
交
通
事
故
の
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
(
公
訴
時
効
五
年
)
で
公
訴
時
効
の
完
成
前
で
あ
る
場
合
。
保
険
金
扇
取
目
的
の
交
通
事
故
を
偽
装

て し
いた

る註
場融

合 公

真書
犯 効
人 七
E 年
四)

す で
《コノ';¥.

公 義
訴 晶
堕 効
さと の
7G 告さz

感議
1長前
の で
再

あ
審
生 る
ま 場
q、 t 、
汀、口

i具合
メ』 ζ

~② 
芦原
58 犯
罪罪
事事
実実
は及
未び
だ犯
時人

勢霊
か罪
か等
つカま
てと
い も
な に
い時
が効

犯か
人か
隠つ

避
罪
の
時
効
は
完
成
し
て
い
る
場
合
(
本
設
問
の
殺
人
罪
の
公
訴
時
効
は
一
五
年
で
あ
る
か
ら
真
犯
人
に
対
す
る
時
効
は
完
成
し
て
い
な
い
と
考
え

ら
れ
る
)
。

右
の
①
の
場
合
に
は
、
通
常
、
検
察
官
は
真
犯
人
を
新
た
に
起
訴
し
、

さ
ら
に
、
身
代
り
犯
人
と
真
犯
人
の
双
方
を
犯
人
隠
避
罪



等
で
起
訴
し
、
有
罪
判
決
を
得
た
う
え
で
再
審
請
求
を
提
起
し
て
い
る
。
検
察
官
は
公
益
の
代
表
者
と
し
て
被
告
人
の
有
利
・
不
利

を
問
わ
ず
「
事
案
の
真
相
」
を
究
明
す
る
客
観
義
務
を
負
っ
て
お
り
、
同
一
の
犯
罪
事
実
に
つ
き
、
行
為
者
を
異
に
す
る
二
つ
の
確

定
判
決
が
存
在
す
る
こ
と
は
明
白
な
矛
盾
で
あ
る
の
で
、
真
犯
人
の
有
罪
が
確
定
し
た
の
を
ま
っ
て
身
代
り
犯
人
を
も
と
の
有
罪
判

決
か
ら
解
放
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
検
察
官
の
再
審
請
求
は
国
家
の
代
理
人
と
し
て
の
義
務
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
②
の
場
合
に
は
、
真
犯
人
に
対
す
る
公
訴
時
効
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
検
察
官
は
真
犯
人
の
起
訴
は
な
し

え
ず
(
刑
訴
法
三
三
七
条
四
号
に
よ
り
免
訴
と
な
る
)
、

そ
の
反
射
と
し
て
、
身
代
り
犯
人
の
た
め
の
再
審
請
求
に
は
消
極
的
と
な
る
。
③

の
場
合
も
、
真
犯
人
に
対
す
る
起
訴
は
可
能
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
原
犯
罪
事
実
を
真
犯
人
が
実
行
し
た
と
い
う
証
明
が
可
能
か
否
か

に
依
存
す
る
の
で
あ
り
、
検
察
官
が
真
犯
人
の
有
罪
立
証
に
自
信
を
持
つ
の
で
な
い
限
り
、
単
純
に
、
身
代
り
犯
人
か
ら
身
代
り
の

事
実
の
申
告
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
身
代
り
犯
人
の
た
め
の
再
審
請
求
を
行
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
本
設
問
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
検
察
官
に
再
審
請
求
を
委
ね
る
と
い
っ
て
も
、
真
犯
人
に
対
す
る
立
証
の
可
能
性

如
何
に
よ
っ
て
、
検
察
官
が
常
に
再
審
請
求
を
し
て
く
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
誤
判
の
是
正
、
誤
っ
た
前
科
の
取
消

を
望
む
身
代
り
犯
人
の
救
済
に
は
や
は
り
不
十
分
な
点
が
残
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
は
逆
に
、
身
代
り
犯
人
が
反
対
の
意
思
表
示
を
し
て
い
る
の
に
、
身
代
り
の
事
実
を
知
っ
た
検
察
官
が
再
審
請
求
を
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
憲
法
三
九
条
の
「
二
重
の
危
険
」
禁
止
の
法
理
は
、
有
罪
か
無
実
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

繰
り
返
さ
れ
る
手
続
の
負
担
か
ら
被
告
人
を
解
放
す
る
と
こ
ろ
に
目
的
が
あ
る
か
ら
、
有
罪
の
言
渡
し
を
受
げ
た
者
の
明
示
の
意
思

に
反
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
(
井
戸
田
・
前
掲
二
O
四
頁
、
高
田
・
前
掲
二
八
四
頁
)
。

(2) 

私

見

検
察
官
請
求
説
の
最
大
の
論
拠
は
当
事
者
主
義
に
基
づ
く
エ
ス
ト
ッ
ペ
ル
に
あ
る
。
し
か
し
、
本
来
、

エ
ス
ト
ッ
ペ
ル
が
適
用
さ

回

身
代
り
犯
人
と
再
審
請
求

ペコ
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上
訴
、
再
審
、
略
式
手
続
等

ノ、

れ
る
場
面
と
い
う
の
は
、
対
等
の
当
事
者
聞
に
お
け
る
相
互
信
頼
を
基
礎
と
す
る
法
律
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
果
た
し
て
、

わ
カヨ

国
の
刑
事
訴
訟
の
構
造
は
、
こ
の
よ
う
な
エ
ス
ト
ッ
ペ
ル
の
適
用
を
容
認
す
る
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に
わ
が
国
の
刑
事
訴
訟
は
被
告
人
に
訴
訟
の
当
事
者
と
い
う
主
体
性
を
賦
与
し
、
権
利
の
た
め
の
闘
争
と
い
う
性
格
づ
け
の

下
、
自
ら
が
防
御
の
主
体
と
し
て
手
続
を
遂
行
す
る
権
限
を
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
刑
事
訴
訟
の
目
的
で
あ
る
「
事
案
の
真
相
」

の
究
明
も
検
察
官
と
被
告
人
と
い
う
異
な
っ
た
視
点
か
ら
の
相
互
批
判
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
浮
が
び
上
っ
て
く
る
事
実
を
も
っ
て

「
真
実
」
(
こ
れ
を
「
訴
訟
的
真
実
」
と
い
う
)
と
み
な
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
、
被
告
人
の
側
の
事
実
に
基
づ
く
訴
訟
活
動
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
訴
訟
的
真
実
を
追
究
す
る
た
め
に
、
刑
事
訴
訟
法
は
種
々
の
ル

l
ル
を
定
め
て
い
る
の
で
、

一
方
当
事
者
で

あ
る
被
告
人
も
そ
れ
に
従
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
被
告
人
が
訴
訟
の
構
成
員
で
あ
り
、
公
正
な
裁
判
の
実

現
の
た
め
に
協
同
労
作
関
係
に
立
つ
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
被
告
人
に
は
検
察
官
と
は
異
な
り
、
自
ら
が
積
極
的
に
事

案
の
真
相
を
解
明
す
べ
き
義
務
は
存
在
し
な
い
。
被
告
人
に
は
自
己
負
罪
拒
否
特
権
よ
り
も
広
い
包
括
的
な
黙
秘
権
が
与
え
ら
れ
て

お
り
、
被
告
人
に
は
完
全
な
沈
黙
の
自
由
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
黙
秘
権
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
積
極
的
に
虚
偽
を
述
べ

る
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
虚
偽
陳
述
や
詐
術
的
行
為
に
対
し
、
手
続
上
の
制
裁
や
刑
事
処
罰
が
科
さ
れ
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

し
か
し
、
被
告
人
が
あ
え
て
虚
偽
を
述
べ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
法
は
被
告
人
に
は
寛
容
な
態
度
を
示
し
て
お
り
、
偽
証
罪
の
制

裁
を
加
え
て
ま
で
真
実
を
語
ら
せ
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
法
は
真
相
究
明
の
た
め
に
被
告
人
の
側
の
協
力
を
期
待
し
て
は
い
る
が
、

被
告
人
に
真
実
義
務
を
課
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
(
弁
護
人
に
も
真
実
義
務
は
な
い
こ
と
に
つ
き
、
佐
藤
博
史
「
弁
護
人
の
任
務
と
は
何
か
」

村
井
敏
邦
ほ
か
編
・
刑
事
弁
護
の
技
術
的
六
頁
、
浦
功
「
弁
護
人
に
真
実
義
務
は
あ
る
か
」
同
一
一
頁
)
。

つ
ま
り
、
刑
事
訴
訟
が
問
題
と
し
て
い

る
の
は
、
検
察
官
が
訴
因
を
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
る
程
度
に
立
証
し
た
か
否
か
で
あ
り
、
被
告
人
側
の
非
協
力
の
結
果
、
仮
に
実



体
的
真
実
か
ら
か
け
離
れ
た
事
実
認
定
に
至
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
止
む
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
被
告
人
が
真
犯

人
を
か
ば
っ
て
身
代
り
犯
人
を
演
じ
き
っ
た
場
合
に
は
、
検
察
官
の
立
証
は
成
功
し
た
こ
と
に
な
り
、

そ
の
効
果
と
し
て
、
本
来
、

真
犯
人
が
受
け
る
べ
き
刑
罰
を
身
代
り
犯
人
が
引
き
受
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
訴
訟
的
真
実
に
基
づ
く
訴
訟
的
正
義
は
こ
の
限
り
で

は
成
就
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
に
、
身
代
り
犯
人
が
再
審
請
求
を
し
て
も
、
刑
罰
を
受
け
た
と
い
う
過
去
の
事
実
は
絶
対
に
覆
滅

り
、
本
来
、

で
き
な
い
の
で
あ
り
、
金
銭
上
の
補
償
と
い
う
代
償
措
置
に
よ
る
原
状
回
復
も
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
実
態
を
直
視
す
る
限

エ
ス
ト
ッ
ペ
ル
が
保
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
相
手
方
の
信
頼
利
益
と
い
っ
た
も
の
を
検
察
官
(
国
家
)
に
つ
い
て
は
想

定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

刑
事
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
主
義
と
は
、
民
事
事
件
に
お
け
る
原
告
と
被
告
と
が
対
等
当
事
者
と
し
て
存
在
す
る
訴
訟
形
態
と
は

全
く
異
な
り
、
国
家
機
関
と
し
て
の
検
察
官
と
一
介
の
私
人
た
る
被
告
人
と
い
う
圧
倒
的
な
地
位
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
前
提
と
し
て
、

被
告
人
が
実
質
的
な
訴
訟
追
行
を
な
し
得
る
よ
う
、
片
面
的
に
被
告
人
の
諸
権
利
を
保
障
す
る
た
め
の
指
導
理
念
と
し
て
意
味
が
あ

る
の
で
あ
る
(
田
宮
・
刑
事
手
続
と
そ
の
運
用
三
四
八
頁
)
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
同
じ
当
事
者
主
義
と
い
っ
て
も
、

エ
ス
ト
ッ
ペ
ル
が
適
用

さ
れ
る
対
等
当
事
者
聞
の
法
律
関
係
と
い
う
基
礎
を
欠
い
て
い
る
か
ら
、

エ
ス
ト
ッ
ペ
ル
の
法
理
に
よ
り
身
代
り
犯
人
か
ら
の
再
審

請
求
を
否
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
(
武
村
二
三
夫
「
証
拠
の
新
規
性
と
は
何
か
」
三
井
ほ
か
・
刑
事
手
続
的
一
二
三

頁)。ま
た
、
実
質
的
に
考
え
て
も
、
身
代
り
犯
人
か
ら
の
再
審
請
求
の
目
的
は
、
国
家
に
と
っ
て
誤
判
の
是
正
、
請
求
人
に
と
っ
て
前

科
事
実
の
抹
消
に
あ
る
か
ら
、

そ
の
手
段
を
検
察
官
の
再
審
請
求
の
方
法
の
み
に
限
定
す
る
必
要
は
な
く
、
検
察
官
の
手
に
委
ね
る

か
、
そ
れ
と
も
、
自
ら
の
手
で
再
審
を
切
り
拓
く
の
か
の
選
択
権
を
身
代
り
犯
人
に
与
え
て
も
差
し
支
え
な
い
。
検
察
官
が
再
捜
査

を
し
て
身
代
り
の
事
実
を
容
易
に
証
明
で
き
、
真
犯
人
を
起
訴
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
に
は
、

む
し
ろ
、
検
察
官
請
求
の
方
法
が

園

身
代
り
犯
人
と
再
審
請
求

ー
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、
再
審
、
略
式
手
続
等
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選
択
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
、
再
審
請
求
審
に
お
け
る
検
察
官
対
被
告
人
の
実
質
的
な
対
立
は
存
在
せ
ず
、

と
も
に
、
再
審
無
罪
を
志
向
す
る
立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
真
犯
人
の
有
罪
確
定
判
決
を
得
て
、

そ
れ
を
根
拠
に
一
種
の
フ
ア
ル
サ

型
再
審
事
由
と
同
じ
よ
う
な
形
式
的
審
査
で
再
審
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
検
察
官
が
真

犯
人
に
対
す
る
原
犯
罪
事
実
の
立
証
の
困
難
性
な
い
し
不
能
を
理
由
に
検
察
官
の
手
に
よ
る
再
審
請
求
に
消
極
的
な
場
合
に
は
、
検

察
官
を
煩
わ
す
こ
と
な
く
身
代
り
犯
人
自
ら
が
再
審
請
求
を
申
し
立
て
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

五

本
設
問
に
対
す
る
回
答

判
例
及
び
エ
ス
ト
ッ
ペ
ル
の
適
用
を
認
め
る
近
時
の
通
説
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
甲
か
ら
の
再
審
請
求
は
許
さ
れ
な
い
。
甲
は
自
ら

の
再
審
請
求
を
検
察
官
に
委
ね
ざ
る
を
得
、
ず
、
検
察
官
が
再
審
請
求
を
す
る
か
否
か
は
乙
に
対
す
る
起
訴
及
び
公
判
維
持
の
可
能
性

を
考
慮
し
た
う
え
で
の
検
察
官
の
裁
量
に
よ
る
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
甲
は
検
察
官
に
再
審
請
求
を
委
ね
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
甲
自
ら
が
再
審
請
求
を
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
。

(
村
岡

啓




